
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 

学 校 名 多治見市立養正小学校附属幼稚園 

実 施 期 間 平成２５年１０月２９日（火） 

実 施 概 要 
 

 ふれあいサロンとの交流（地域のお年寄りとの交流） 

・昔からの遊び（伝承遊び）を教えていただき、一緒に遊びを楽しむ。 

・地域のお年寄りの方に親しみを持ちながら交流を楽しむ。 

（世代間交流） 
 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   レ文化   □産業   レその他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 レ交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者                    ０人  
  計              １５ 人 

地域関係者                  １５人 

実 施 状 況 
 

活動内容 

９：３０ ～ 遊戯室にて始まりの挨拶。 

お年寄りの方から、昔遊びのコーナーの内容を紹介していただく。 

９：４５ ～ 昔遊びを教えていただく。 

       子どもたちが５グループ（１グループ１０人程度）に分かれ、 

グループ単位で、各クラスに設けられた昔遊びコーナーを回って 

いく。（１コーナー １０～１５分） 

①紙飛行機…固めの広告で飛行機を折り、遠くに飛ばして遊ぶ。 

②紙風船…紙風船の膨らませ方を教えていただき、頭上に打ち上げて 

遊ぶ。 

③お手玉…お年寄りの歌に合わせて、お手玉を手の甲や手の平に交互に 

乗せて遊ぶ。 

④わらべ歌…「なべなべそこぬけ」「とおりゃんせ」「かごめかごめ」 

などの手遊びを教えていただきながら一緒に遊ぶ。 

⑤めんこ…打ち方を教えていただき、ステージの段差を利用してメンコ 

を裏返して遊ぶ。 

１０:５０ ～    お年寄りの方より感想をいただく。 

お別れのあいさつ。 

成果及び課題 
  

    

成果 

・今まであまり経験したことのない遊びを教えていただき、大いに楽しむこと
ができた。 

・自分で工夫しながら遊びを作り上げていくという経験を得ることができた。 

・家庭でもやってみたいという子が多くいた。伝承遊びを家庭に伝えていくよ
い機会となった。 

 課題 

・一つのコーナーが１０分程度と短く、遊びによってはじっくり遊びこむこと
が難しかった。次回は、遊びの内容及び数について検討が必要。 

 参加していただいたお年寄りの感想 

・小さい子と関わることができる良い機会として、毎回楽しみにしている。 

・挨拶がしっかりできる子が多くいた。 

・夢中になって笑顔で遊びに取り組んでくれたことが嬉しかった。 

・年々、遊びに集中できない子が増えているような気がする。取り組み方を考
えていく必要がある。 

 


